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【背景と目的】 

近年の健康意識の高まりを受け、複数の食品成分を手軽に摂取可能なサプリメントの需要

は伸び続けている。また、腸は生活習慣病や免疫などの多くの疾患と関係する重要臓器で

あり、また心身の健康に影響していることから、腸活サプリへの注目が高まっている。こ

れまでの単一の食品成分の機能性研究にたいし、複数の機能性成分の組み合わせによる機

能相互作用（機能性フードペアリング）の研究知見が少ないのが現状である。そこで本研

究では、機能性フードペアリングの影響を明らかにするために、腸細胞への細胞賦活作用

とオートファジー活性を指標に食品成分の機能性相互作用を解析した。 

【材料と方法】 

本研究では、ヒト結腸癌由来細胞株（Caco-2細胞）を用いた。また、8種類の食品成分を

試料として用いた。試料は培地に混和して細胞へと処理し、代謝活性として脱水素酵素活

性を測定した。また、オートファジー活性は、蛍光解析可能なプローブを導入した Caco-2

細胞を用いて解析した。 

【結果と考察】 

オートファジー活性化が示された試料 3種のうち、乳酸菌試料は、他とは異なるオートフ

ァジー活性化の機序が示唆された。機序の異なる試料同士の組み合わせは、機能性フード

ペアリングとして有効と考えられる。また、6種の細胞の代謝活性を増加させる細胞賦活

化素材を見出した。これらの組み合わせによる機能性への影響を検討したところ、乳酸菌

試料と他 2種の試料の組み合わせにより細胞賦活作用の増強効果が示され、機能性フード

ペアリング素材として有効であることが示唆された。また、オートファジー活性化にたい

して相乗効果を示す素材の組み合わせについても確認されており、オートファジーを標的

とした機能性フードペアリング効果およびその作用機構の解析を行っている。本研究成果

は、腸やオートファジーにたいする機能性フードペアリングに基づいた高機能サプリメン

トの開発研究への展開が期待される。 
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